
各部会の報告（運営会議実施日：令和６年１２月１２日時点） 

※前回の開催については、報告済みの会議は除きます。 

相談支援部会  

前回の開催内容報告 令和 6年 11月 6日（水）13：30～15：30 参加人数 42 名 

今月は基幹相談支援センター研修会との合同開催で実施した。 

テーマとしては、加算の算定事例と説明として、2つの加算について「集中支援加算」と「医療・

保育・教育機関等連携加算」の講義を行った。 

各加算の説明の中で、報酬要件にある文章中の「等」について、具体的な関係機関について知る

ことができ、また報告書の記載の仕方の説明があり、実働に添った内容を確認することができた。 

その後グループワークを行い、実際に講義を聞いての感想や、算定してみて感じたこと等を話し

合った。各自ケースを用いて話題にあげ、具体的に意見交換できた。 

普段の業務の中で、困り感としては、ケア会議等の開催で、関係機関と調整する際に、病院との

繋がり方、学校との連携、家族との関わり等に課題があることを共有することができた。 

研修を通して、積極的に加算を取ることを意識しながら、日々の業務に携われるよう、意識でき

る良い機会となった。 

次回開催予定 

令和 7年 1月 8日(水)  13：30～成年後見について、勉強会を計画中 

 

精神保健部会  

前回の開催内容報告 令和 6年 11月 26 日（水）10：00～15：30 参加人数 59 名 

今月は、十勝圏域精神障がい者地域生活支援事業・地域移行研修会との合同開催で実施した。 

前半は、講演として「精神障がい者にかかわる家族支援の視点」こころのリカバリークリニック

十勝 酒井氏より、アメリカのマディソンモデルについてや、英国メリデン版訪問家族支援につい

てのお話があった。 

要介護者と家族が社会に生きる 1 人の市民として捉えることが理想とされ、家族支援の在り方

について理解することができた。 

その後は、活動報告として、十勝圏域「精神障がい者地域生活支援事業」の活動について森セン

ター長から事業の説明があり、ピアサポータ―からのメッセージでは、3名の方のこれまでの生い

立ち等についてお話があった。 

次に、帯広保健所からの報告で、十勝圏域の精神障がい、疾患についての現状報告があった。十

勝は精神障がい者数が増加している現状で、大事なことは地域で支える力の向上との報告があっ

た。 

後半はグループワークを行い、「精神障がい者が地域で生活をし続けていくために・・」をテー

マに話し合った。 

精神疾患は、他障がいより目に見えづらい障がいであるため、偏見や生きづらさが多い。 

病気や障害という視点ではなく、その人を理解して、特性を生かせる社会づくりを目指していく

こと、子供の頃からの教育等の取り組みの必要性、メディアの周知活用で発信していくこと、ま

た、地域資源が少な現状、在宅支援が広がると生活しやすくなる等の意見が出ていた。 

次回開催予定 

令和 6年 12月 18 日（水）13：30～  

 



 

こども支援部会 

前回の開催内容報告   

 

次回開催予定 

令和 6年 12月 17 日（火）10：00～ 

 

医療的ケア児等支援検討部会 

前回の開催内容報告 令和６年 11月 25 日（月）11：00～12：15 参加人数 12 名 

事例検討プロジェクト 

ZOOMで意見交換・協議を行った。 

12/3 の医療的ケア児等支援検討部会で取りあげる事例について共有。 

保育所入所に関する事例となり、事例の紹介と合わせて、保育所入所の要件の確認や幼稚園や認

定こども園についても参加者と情報共有する必要があることを確認した。 

また、移行期医療のアンケート（対象児者の保護者向け）の回答が出そろったため、どのように、

部会の中で共有するかについて協議した。 

前回の開催内容報告 令和 6年 12月 3日（火）15：00～17：00 参加人数 21 名 

医療的ケア児等支援検討部会 

事例検討 保育所入所について、十勝リハビリテーションセンターより事例提供いただいた。 

協議の中で、子どもの医ケア等によって働きたくても働けない保護者について、入所要件のわか

りづらさについて意見がでた。 

こども課より、幼稚園・保育所の入所の流れについて説明し、就学前の集団生活について情報共

有した。保育所・幼稚園の課題について継続して協議していく。 

移行期医療については、実施した保護者へのアンケートを共有した。小児科から成人科に移行す

ることへの不安や、移行する際に情報引継ぎが十分になされるのか、小児科と成人科で伴走してほ

しいなどの要望がある。 

訪問入浴についても、実施した保護者へのアンケートを共有している。自宅での生活において、

入浴は必須であり、訪問入浴事業所が不足していることは地域の課題であるとの意見がでた。ま

た、移行期医療については、医療体制の課題でもあり、改善に向けて今後どのように活動していく

かを継続して協議することとなった。 

次回開催予定 

令和 7年 2月 18 日（火）15：00～ 医療的ケア児等支援検討部会 

 


